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アドバンス・ケア・プランニング

l 患者・家族・医療従事者の話し合いを通じ
て、患者の価値観を明らかにし、これから
の治療・ケアの⽬標や選好を明確にするプ
ロセスのこと
– ⾝体的なことにとどまらず、⼼理的、社会的、ス
ピリチュアルな側⾯も含む

– 治療やケアの選好は定期的に⾒直されるべきであ
る

– 医療代理⼈の選定や医療・ケアの選好を⽂書化し
てもよい

Ritjens Lancet Oncol. 2017.



ACPを始める時に注意が必要なこと

l 国⺠全体と⼈⽣の最終段階を⾃分のことと
して考える時期の⽅を⼤きく2つに分けて
アプローチする（地域住⺠への啓発と医療現場での実践を分
ける）

–健康な⼈が⼼肺蘇⽣や詳しい⽣命維持治療な
どの選択をすることは現実的でない
• どのようなものか想像すること⾃体が困難
• 選好が変わる



実際の進め⽅

・代理決定者を選ぶ

・価値を話しあう

・準備状態を確かめた上で、
・医療・ケアの⽬標や具体的
な内容について話し合う

国⺠全体
（地域住⺠への普及啓発）

⼈⽣の最終段階を⾃分のことと
して考える時期にある⼈
（医療・ケアの現場での実践）
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国⺠全体へのアプローチ
（地域での普及啓発）



代理決定者を決める
l あなたが信頼していて、もしもの時にあ
なたの代わりに医療やケアのことについ
て医療従事者と相談して決めてくれるの
はどなたになりますか︖
–例えば、
• 配偶者の⽅
• ⼦ども
• 兄弟
• 知⼈、友⼈
• ⼀⼈ではなく複数でも構いません



代理決定者の⽅に伝える
l あなたが代理決定者になってほしいと
思っていることを、ご本⼈に直接伝えて
いますか︖

l もしまだ伝えていないならば理由を含め
伝えてみましょう



⼤切なことはどんなことか
l もし⽣きることができる時間が限られてい
るとしたらあなたにとって⼤切な事はどん
なことですか︖
– 家族や友⼈
– 仕事や社会的な役割
– ⾝の周りのことが⾃分でできること
– できる限りの治療が受けられること
– 家族の負担にならないこと
– 趣味
– ひとりの時間が持てること
– 経済的なこと
– その他



⽋かせない機能
l あなたにとってとても⼤切で、「これ
ができないまま⽣きていくのは考えら
れない」、と思うのはどんなことです
か︖
–ご⾃由にお書き下さい
例を挙げると以下のようなものがあります
• 周りに⾃分の気持ちや考えを伝えられない
• ⾝の回りのことが⾃分でできない
• ⾷べたり飲んだりすることができない



実際の進め⽅

・代理決定者を選ぶ

・価値を話しあう

・準備状態を確かめた上で、
・医療・ケアの⽬標や具体的
な内容について話し合う

国⺠全体
（地域住⺠への普及啓発）

⼈⽣の最終段階を⾃分のことと
して考える時期にある⼈
（医療・ケアの現場での実践）



⼈⽣の最終段階を⾃分のこととして
考える時期にある⼈へのアプローチ
（主に医療・ケアの現場でのアプローチ）



Serious Illness Care Program
（SICP）

l 2.5時間の臨床家に対するCST、
患者への事前の⼿紙、医師が⽤
いるガイドを⽤いた複合介⼊

l より多く、早期の話し合い
l 話し合いの内容は患者中⼼で価
値観やケアの⽬標、予後や病状
の理解、⽣命維持治療の選好

l 終末期の具体的な計画について
の⽴案に有意差はないがより容
易にカルテ内で発⾒可能

l 予後や医師患者信頼関係は不変
l 14週後の抑うつと不安を持つ
患者の割合が減少

Bernacki R. JAMA Int Med. 2019, Bernacki R. JAMA Oncol. 2019.
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SICP 日本語版にアクセスする方法 2
• Ariadne Labsのウェブサイトにいく
https://portal.ariadnelabs.org/

• 最上部からCommunity of Practice 
を選択

• 右のGetting StartedからCreate 
account を選択して会員登録する

https://portal.ariadnelabs.org/


SICP 日本語版にアクセスする方法 2
• 会員登録後以下のサイトにアクセスする、
もしくはCommunity of PracticeからSICPを
選びJapanese Materialsを検索する

https://portal.ariadnelabs.org/wp-
login.php?redirect_to=https%3A%2F%2Fp
ortal.ariadnelabs.org%2Fgroups%2Fcomm
unity-of-
practice%2Fforum%2Ftopic%2Fjapanese-
materials%2F%3Ffbclid%3DIwAR2fTzs7H3
QWzoke0V9KhEUA_WE2u3ImuLdm77Drhl
XbutFgjnY08Hp5P-M&bp-
auth=1&action=bpnoaccess

• ログイン画面がでてログインをすると右記
画面へ

• ダウンロード

https://portal.ariadnelabs.org/wp-login.php?redirect_to=https%3A%2F%2Fportal.ariadnelabs.org%2Fgroups%2Fcommunity-of-practice%2Fforum%2Ftopic%2Fjapanese-materials%2F%3Ffbclid%3DIwAR2fTzs7H3QWzoke0V9KhEUA_WE2u3ImuLdm77DrhlXbutFgjnY08Hp5P-M&bp-auth=1&action=bpnoaccess


まとめ
l 患者の意向を尊重した質の⾼いケアを実践
するために、ACPは重要な⼿段である

l ACPの実践にあたっては以下が重要
– プロセスを重視すること。話し合いの結果は⽂書
にして残すことが望ましいが、⽂書化しなくては
ならないものではない

– 「⼀般市⺠」と「⼈⽣の最終段階を⾃分のことと
して考えられる時期にある⼈」の2つのカテゴ
リーに分けて実施していく必要がある

– 全ての⼈に実施しようと思わないこと
– 代理決定者とともに⾏うこと


